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主成分である p-synephrine に beige 脂肪細胞への分化誘導活性を見出した。 
Panaxynol によって高分子多量体アディポネクチンの産生抑制を回復することで成熟白色脂肪細胞の機能を改善し、p-





改善すること、p-synephrine が前駆白色脂肪細胞をエネルギーを消費する beige 脂肪細胞へと分化誘導することを明ら
かにし、発表した。 
本論文は、肥満と肥満関連疾患を効率的に改善あるいは予防する薬物の開発を行う上で重要な知見を有しており、当該
分野ならびに医療の発展に十分貢献すると考えられる。よって、論文審査担当者一同は、本論文が博士（薬学）の学位論
文に値するものと認めた。 
